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胃がん・大腸がん・胆道がん、膵臓がんの４つのがんを採血で判定する検査です。がん細胞を攻撃する際に

生じる遺伝物質(m-RNA)のパターンを測定することで、がんの有無を遺伝子レベルで判定いたします。
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マイクロアレイ血液検査では、がん細胞への反応に伴い増減するm-RNA(メッセンジャーRNA)を測定し
がんの反応・発現パターンを解析しています。

この技術では、実際にがんが発現する際の状況を捉えるため、視覚的に確認出来ない微細ながん細

胞も検知できる可能性が高いとされています。また、実際に感度98.5％であった臨床研究においてもそ
の半数はステージⅡ以下であり、膵臓がんを含む消化器がんを早期に診断できる早期に診断できる早期に診断できる早期に診断できる可能性が示唆されて

おります。

細胞中の遺伝子(DNA)の設計図を遺伝物質(m-RNA)が転写し、
がん細胞を攻撃する際に必要となるたんぱく質を作り出します。
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検査結果はRNA（2,665個）の発現量解析、および、消化器がんの部位別クラスタリング解析からなり、

受診から約3～4週間で報告いたします。

※以下に該当される方はRNA発現に影響が与える可能性がありますため、原則受診をお控えいただくことを推奨しております。
・現在がんと診断されている、もしくはがんの治療を受けている方

・部位問わず、5年以内にがんの治療をうけたことがある方
・自己免疫性疾患（潰瘍性大腸炎、全身性エリテマトーデス、関節リウマチなど）と診断され、現在治療を行っている方

・Ｂ型肝炎ウイルス・Ｃ型肝炎ウイルスによる肝疾患と診断されている方

・妊娠中もしくは妊娠をしている可能性がある。または、産後1年以内の方
・副腎皮質ホルモン（吸入ステロイド剤を除く）を服用している方

・生物学的製剤（インターフェロン、インフリキシマブ：商品名レミケードなど)や免疫グロブリン製剤を服薬している方
・ワクチンを接種して2週間以内の方

マイクロアレイ血液検査検査項目名

全血5mL検体量

PAXgene® RNA採血管容器

常温保存(安定性)

検体受領から25日報告期間

株式会社キュービクス測定・解析機関

Microarray法検査方法

本検査の結果のみでがんの有無判定は出来ません。大腸ポリープ等の既往歴がある方、転

移がんについては、正しく結果が出ない場合があります。

備考


